
山北地区地域活性化推進事業 

 

①行政が実施する施策で、事業の実施主体は「村上市（山北支所）」 

②予算額 50 万円以内（予定）で実施する「ソフト事業」とし、実施事業の数は問わない 

③実施期間は平成 26～28 年度まで、単年度・複数年度実施は問わない（複数年実施でも予算額は総額

50 万円以内） 

《企画立案にあたっての基本事項》

 

 ■ 事業実施企画書 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 の 種 別 ☑山北地区の活性化  □山北地区の課題の解決  □その他（       ） 

事 業 名 （仮）ふるさと山北の夏祭り ～ふるさと山北の夏を楽しもう～ 

事 業 企 画 の 背 景 

○山北地区全体が楽しめるイベントがない 

 

○子どもの頃に経験したお祭やイベントはいつまでも心に残っていて、地域への愛着に

つながる大切なものである 

 

○山北支所や支所職員と地域住民の関わりが少なくなってきている 

 

○行政職員・地域住民ともに協働のまちづくりへの意識が浸透していない 

 

事 業 の 目 的 

【 キ ー ワ ー ド 】 

○山北地区住民が一堂に会し、夏のひと時を楽しく過ごすとともに交流を深め、ふるさ

と山北の良さを再認識できる一日とする。 

【キーワード：夏を楽しむ、地域への愛着を深める、子ども達によい思い出を】 

 

○行政と地域住民が協力しながら事業を創りあげることで支所職員と地域住民の一体

感の醸成を図るとともに地域づくりへの関心を深める。 

【キーワード：信頼関係の構築、主催者も参加者も楽しむ ＝ 地域づくり】 

 

事 業 の 実 施 主 体 村上市山北支所 

事 業 の 実 施 体 制 

山北夏祭り実行委員会 

・行政＋農協＋漁協＋森組＋商工会＋まち協＋一般公募により組織する 

・事務局は山北支所地域振興課自治振興室があたる 

対 象 者 山北地区住民及び在外者 
参 加 （ 対 象 者 ）

見 込 人 数

山北地区住民：1,500 人 

山北地区外 ：  500 人 

実 施 期 日 
平成 26 年 8月 11 日（日） 

     又は 18 日（日） 
実 施 会 場 山北総合体育館前広場 

事 業 実 施 形 態 単年度事業 事 業 費 500 千円 

事業のコンセプト 

○手づくり（知恵を出し、汗をかきながら）による企画・運営を基本とする 

 

○主催者も参加者も楽しみながら事業に参画する 

 

○行政の施策として実施する事業であるが、参画する団体・個人等、それぞれが主体性

を持ち（行政のお手伝いというスタンスではなく）、事業運営にあたる 

 

事 業 内 容 

○飲食ブースの開設 

◇希望する団体・個人等による出店（主体的参加） 

◇S-1 グランプリの開催（山北の食材を使用したグルメコンテスト） 

 

○お楽しみ（遊び）屋台の開設 

◇希望する団体・個人等による出店（主体的参加） 

◇支所各課の紹介と特色を活かした屋台の出店（義務的参加） 

（行政及び支所職員に親しみを持ってもらう・地域住民との交流を深める） 

 

資料№3 



山北地区地域活性化推進事業 

 

○メインステージでの催事 

◇郷土芸能、アトラクション等の発表（主体的参加） 

◇お楽しみ抽選会などのイベント 

 

○盆踊り 

◇来場者による盆踊り 

 

******************************************************* 

 

○当日のイメージ 

【準備等】 9：00～14：00 

◇会場準備等 

【第 1部】15：00～19：00 

◇飲食ブース、お楽しみ屋台などを中心とした露店催事 

【第 2部】17：00～19：30 

◇メインステージを中心としたイベント 

【第 3部】19：30～20：00 

 ◇盆踊り～フィナーレ 

【片付け】20：00～21：30 

◇会場後片付け等 

 

予 算 内 訳 

○事業委託料 500,000 円 

・借上料（会場設営用機材等）※運営本部、露店テント等 

・役務費（送迎バス経費） 

・報償費（音響、照明等借上謝礼）※主体的賛歌の出店、発表等への謝礼はなし 

・印刷製本費（チラシ等印刷代） 

・消耗品費（消耗文具代） 

 

事 業 実 施 の 課 題 

○雨天の場合の対応 

 

○送迎バス等の運行 

 

課 題 の 解 決 策

○内容を一部変更して体育館内

で実施 

○最低限のバス運行を検討する 

 

事 業 実 施 の 

ス ケ ジ ュ ー ル 

○H25 年 10 月 事業化の決定 

○H25 年 11 月 新年度予算要求 

○H26 年  1 月 実行委員会の組織 

○H26 年  2 月 実行委員会による検討開始 

○H26 年  6 月 事業実施に向けた準備作業の開始 

○H26 年  8 月 事業実施 

将 来 展 望 

○事業費が限定されているため単年度事業として計画するが、事業の目的達成のために

は事業の継続が望まれる。 

 

○27 年度以降の実施は事業に対する評価を参考にしながら検討することとし、必要に

よっては継続した予算要求（又はまちづくり協議会等へ事業を引き継ぐ）などにより、

実施を継続することで秋のさんぽく祭と並ぶ夏の山北地区を代表する一大イベント

として定着することが期待される。 

 

○行政と地域住民・団体等が平等な立場で事業の企画から運営に携わること、また、主

体的参加による団体等との協力関係ができることにより、協働による地域づくりへの

理解と関心の拡がりが期待される。 

 

特 記 事 項  

 


